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第 22回「タニタ健康大賞」歌舞伎役者 坂東玉三郎氏に決定 

 

2025年 11月 25日 

株式会社タニタ 

 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区、代表取締役社長・谷田千里）は、日本人の

健康づくりに貢献した個人または団体を顕彰する「タニタ健康大賞」を、2025 年は長年に

わたり、歌舞伎界で活躍する坂東玉三郎氏に贈ることを決めました。 

 

本賞は 2004 年に設立 60 周年を迎えたタニタの記念事業の一環として創設したもので、今

回で 22 回目となります。今回、本賞を贈る坂東玉三郎氏は 1957 年に坂東喜の字（ばんど

う・きのじ）の名で初舞台を踏み、1964年に五代目 坂東玉三郎を襲名しました。以来、歌

舞伎界を代表する立女形（たておやま）として数々の大役を継承し、多くの観客を魅了し続

けています。さらに、歌舞伎にとどまらず、映画やバレエ、クラシック音楽など国内外のア

ーティストとのコラボレーションに取り組む他、映画監督、舞台演出家としても活躍。2012

年には重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定され、後継者育成にも力を入れられていま

す。日々積み重ねてきた稽古や健康管理へのたゆまぬ努力から生まれる舞台上での演技は、

人々の心を引き付け、笑顔と感動を与えています。年齢を重ねても変わらず舞台に立ち続け、

年代に応じた新たな境地を開拓し、深化し続けるその姿勢は、国民が心身両面での健康づく

りに取り組むよいきっかけとなりました。これらの功績により、本賞を贈るのにふさわしい

と判断しました。 

 

贈賞式は本日午後 1 時より東京コンベンションホール（東京都中央区）で開催。坂東氏に

は、弊社社長の谷田千里より賞状、トロフィーおよび副賞 100万円とタニタの体組成計の最

先端モデルを贈呈しました。今後もタニタでは、「Healthy Habits for Happiness」を企業

スローガンに、本賞を含めさまざまな CSR（企業の社会的責任）活動を通じて、国民の健康

づくりに貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報道資料） 
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贈賞式の様子：タニタ社長・谷田千里（左）と坂東玉三郎氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル：0570-099655 

     受 付 時 間： 平日 9:00-17:00 

 

※本資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざ

まな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。
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（ご参考資料） 

 

【「タニタ健康大賞」過去 21回の贈賞者】 

 

 

第 1回 全国ラジオ体操連盟副理事長 青山 敏彦氏 （2004年） 

 

第 2回 社団法人日本ウォーキング協会 （2005年） 

 

第 3回 財団法人日本体育協会 （2006年） 

 

第 4回 財団法人聖路加国際病院理事長 日野原 重明氏 （2007年） 

 

第 5回 健康都市連合 （2008年） 

 

第 6回 メタボリックシンドローム撲滅委員会 （2009年） 

 

第 7回 世界糖尿病デー実行委員会 （2010年） 

 

第 8回 元・プロ野球選手 山﨑 武司氏 （2011年） 

 

第 9回 競泳選手 寺川 綾氏 （2012年） 

 

第 10回 プロスキーヤー・冒険家 三浦 雄一郎氏 （2013年） 

 

第 11回 公益財団法人日本相撲協会 （2014年） 

 

第 12回 サッカー選手 澤 穂希氏 （2015年） 

 

第 13回 レスリング選手 吉田 沙保里氏 （2016年） 

 

第 14回 サッカー選手 中山 雅史氏 （2017年） 

 

第 15回 スキージャンプ選手 葛西 紀明氏 （2018年） 

 

第 16回 読売巨人軍二軍監督 阿部 慎之助氏 （2019年） 

 

第 17回 アニメソング歌手 水木 一郎氏 （2020年） 

 

第 18回 元プロ卓球選手 水谷 隼氏 （2021年） 

 

第 19回 宇宙飛行士 野口 聡一氏 （2022年） 

 

第 20回 2023WBC日本代表監督 栗山 英樹氏 （2023年） 

 

第 21回 陸上・女子やり投選手 北口 榛花氏 （2024年） 

 

※肩書は贈賞当日のものです。 


